
●

■作文力は対話のある通信教育で 
●作文が得意な子は、家庭で教えて嫌いになるよりも実績のある専科指導で

●作文の苦手な子でも、言葉の森の事前指導法なら書くことに自信がつく

●月１回や隔週１回の密度の薄い勉強ではなく、毎週の電話がある作文指導

●ほかの塾や通信の作文講座では続けられなくても、言葉の森なら毎週書ける

■公立中高一貫校の作文力は通信で 
●公立中高一貫校の作文試験対策は、早めに取り組むことで自信がつく



●作文試験対策は、志望校の過去問に合わせたものをわかりやすく指導

●公立中高一貫校の受験は、知識の詰め込みではなく思考力の育成がカギ

●言葉の森で勉強してきた生徒のこれまでの合格実績 

●言葉の森で勉強してきた生徒の各種コンクール入選実績 

3 26 2014 12 26



1 2014 12 22

2 2014 12 22

1 ING 2014 12 22

4 2014 12 3

1 2014 11 25

2 2014 11 24

5 2014 11 18

3 2014 11 12
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2 2014 11 3
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2 2014 10 24
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6 2014 10 6

2 2014 10 6
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4 2014 10 6

6 2014 10 6
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4 2014 9 22

1 2014 9 22

6 2014 2014 9 9
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4 2014 8 4

6 2014 8 4
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3 2014 6 30

4 2014 6 16

4 2014 6 16

4 2014 6 16

5 2014 6 11

4 2014 5 26

4 2014 5 26

4 2014 5 12

5 2014 5 12

2 2014 4 28

3 2014 4 7

1 39 2014 4 3

2 2014 3 18

3 2014 3 7

6 12 2014 3 5
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2 2014 3 4

3 2014 3 4

5 2014 3 4

4 2014 3 4

2 2014 2 20

5 2014 2 18

3 2014 2 18
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4 2014 2 4

4 2014 2 4

1 2014 1 24

4 2014 1 21

4 2014 1 7

1 2014 1 7



■国語力がつく長文読解の作文通信 
●学校でも塾でも教えてくれない国語力のつけ方を言葉の森の作文通信で

●国語の問題集を解くのではなく、読む力書く力をつけて国語力を伸ばす

●計算がいくらできても、文章題を解く国語力がなければ算数の力は伸びない

●英語の先取りをした子よりも、国語力をつけた子の方が英語の力は伸びる

■小１からの作文通信で学力と個性 
●学生の勉強は、頭を育てるだけでなく心を育てることが大事

●差のよく見える算数や英語よりも、差の見えない国語が最も大きな差になる



●小学生は知識の詰め込みの勉強ではなく、読み、書き、考える勉強を中心 

●低学年から親子の対話の習慣をつけ家庭の文化を作ることが一生の財産に

■帰国子女の国語力は作文通信で 
●海外生活で子供の日本語力が不安なら、言葉の森の電話通信による作文を

●帰国子女枠で日本の学校を受験する際に、作文小論文の力が必要に

●週１回の作文をきっかけに、音読と家族の対話という日本語の生活が充実

●海外でも毎週の電話指導があり、作文の提出はデジカメなどでアップも



■言葉の森の作文通信がなぜよいか 
●書かせて添削するだけの指導ではなく、毎週の電話で事前指導をする作文通
信

●顔の見えない赤ペン添削ではなく、毎週の電話で対話のできる担任制の指導

●短期間の作文指導ではなく、小１から高３まで続けられる本格的な作文指導

●言葉の森の評判、受講料、講師

10,800 8,434

8,948 3,240

2014 4



■通信の授業の流れ 
●まず授業の曜日を決めていただきます。 

●教室から教材が送られてきます。 

● 毎週、授業のある日までに、教室からのおたよりが送られてきます。 

●授業のある時間になったら電話の前で待っていてください。 

●先生からの電話の説明は１０分程度です。 

●先生からの電話説明を聞いたらすぐに作文にとりかかりましょう。 

●子どもの作文は、よいところを見てほめてあげてください。 

●書いた作文は翌日の午前中までにポストに入れましょう。 

■毎日の自習 
●課題フォルダの長文の音読

●家族の対話 



●読書、暗唱長文集、読解マラソン長文集、その他 

■海外から受講するには 

●海外からの作文の送り方 

●海外から受講する場合の受講料 



■ 教室の概要 

?

http://www.mori7.net/mori/tizu.php

■受講のお申し込みは 

■「作文小論文読解国語」講座（通信・通学） 
●内容 

●曜日時間（日本時間で） 

9:00-21:00

9:00-11:00 



18:20 10

16:00-20:00 

9:30-12:00

●入会金・受講料（通信・通学とも） 

10,800

8,434

8,948

1,080

2014 4

●受験コース（受験用作文小論文特別指導） 

3,240

2014 4

■ 安心できるクーリングオフ制度 



●Online

■無料体験学習ができます 
■ 無料体験学習の仕方（通信） 

1. 18:40

2.

3. 5-10

4.

5.

6.

7.

■無料体験学習の仕方（通学） 

1.

2.

3.

4.


